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18シーズンに向け準備を万全に
残暑お見舞い申し上げます
今年の夏は台風や豪雨の影響で、あまり夏ら
しい夏ではないようです。台風や豪雨の被害に
遭われた皆さんにお見舞いを申し上げます。
私は実家の青森に帰省して、3年ぶりに「ね
ぶた祭り」を跳ねました。
50 周年記念ウエアの件ですが、6月の全国
代表者会議にて「2社に絞り『見本』を作成し
て貰いＷＥＢ上に公開して投票で決める」と言
う方向性を確認しましたが、事情により、カス
タムフェアに数人で赴き、何点かデザイン用に
チョイスし、会員の皆様に緊急のお願いで投票
をお願いしてデザインを決定しました。11 月
の理事会にはサンプルをお見せでき注文を開始させて頂きます。
各都道府県スキー協の総会も終り、18シーズンに向けた新方針と新体制のもとでの活動を進めていることと
思います。シーズンに向けて早くからの準備を万全にして行きたいものです。9月からはブロックが中心となり、
学習会やセミナーが行われますが、それぞれの行事を確実に成功させましょう。
会員拡大は各スキー協とも第一義の課題ですが、各クラブ総会時対比で１名を拡大しましょう。スキーメイト
についても１クラブ１部増（純増）を目指しましょう。
すでに指導員年次登録が始まっていますが、それとともに全国スキー協への会費納入も促進させてください。
また指導員養成や研修会の計画書提出は必要項目をよく確認して確実に行いましょう。
8月の常任理事会では 50周年行事とともに、来年のスキー協 CUPの準備と打合せのために、9月中旬にキュー
ピットバレー（新潟県上越市）を訪問します。
全国代表者会議で出されていた「スキーリーダーテキスト」「スキーを安全に」の改訂版の作成に取り組むこ
とにしています。また「山スキーリーダーテキスト」の改訂版は今秋には発行したいと考えています。
全国スキー協は会員の皆さんに協力して頂いた会員アンケートの分析を進めながら、50周年に向けて着実な
前進をすすめるよう方針を模索していきます。

8 月 20 日　理事長　小川　洋　

群馬スキー協　プラスノー講習会・日程変更だよ
開催日が若干変更になっており、再確認お願いします。参加をお待ちしています。
開催日　９月３日（日）７日（木）１６日（土）１７日（日）２３日（土）２５日（月）３０日（土）

10月１日（日）７日（土）８日（日）１４日（土）１５日（日）
※参加費、集合時間等は通信№ 445 号を参照か、または下記へご連絡を。

連絡先　荻原正治　携帯 090-7185-3468　Ｅメール　ogiwara-ma@jcom.home.ne.jp
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東海ブロック スキー学習交流会
10 月 28 日（土）～ 29 日（日）主管・愛知スキー協

◆ 10 月 28 日（土）13:00 ～ 21:00
会　　場　東海市勤労センター（宿泊あり）・東海市高横須賀町桝形 1-7 ☎（0562）33-3377

◆ 10 月 29 日（日）9:00 ～ 12:00
会　　場　東海市立文化センター・東海市横須賀町狐塚 11☎（(0562）33-2266

※指導員は全ての講義を受講で理論研修修了扱い。
※ 1日目と 2日目は別会場。
※講師は内部講師を予定。

定　　員　30名
申込締切　10月 20日（金）

※東海市勤労センターで宿泊を希望される場合は、10月 17日（金）迄申込み。　　
申込・問合先・参加費等　愛知スキー協会へメールにて問い合わせを。
メールアドレス　aichiskikyoukai@yahoo.co.jp

日本体育協会が 
「日本スポーツ協会」に名称変更へ

新日本スポーツ連盟の旧称は「新日本体育連盟（新体連）」ですが、新体連時代でも日常的には「体育」
という言葉はあまり使われず「スポーツ」が使われてきました。日本に「スポーツ」という名称が定着す
るなかで、1995 年に新日本スポーツ連盟に改称しています。
日本体育協会（日本体協）は６月７日に東京で理事会を開き、団体名称を 2018 年の 4月 1日付で、「日
本スポーツ協会」に変更することを全会一致で承認しました。スポーツが学校体育の枠を超えて広がって
いる実態に合わせた変更であるとされています。
日本体協は 1911 年に大日本体育協会として発足し、戦後 1948 年に現在の名称になっています。体協
の理事は「スポーツという文化を後世に継承していく使命を果たすためには（名称に）スポーツを使用す
ることがよりふさわしい」と説明しています。
「国体」という通称が定着した国民体育大会についても、名称変更の方針が提案されており、日本体協
としては「国民スポーツ大会」の新名称を提案しますが、「スポーツ基本法の改正に準じた名称に変更する」
と述べています。（編集部）

◇編集後記◇
◎人類史上初めて核兵器を違法化する「核兵器禁止条約」が 7月 7日、国連本部での「交渉会議」で国
連加盟国 196 カ国の 63％にあたる 122 カ国の賛成で採択されたことは画期的であり、すばらしいこ
とです。この会議には長野スキー協・伊那雪っ子 SCの会員であり、被爆者でもある藤森俊希さん（日
本原水爆被害者団体協議会事務局次長）が参加していることを長野スキー協「しなの毎日新聞」で知り
ました。
◎全国スキー協通信 6月号で、国民平和大行進の通し行進者である滋賀スキー協・西田重好さんを紹介
しましたが、スキー協会員でもっと早くから通し行進をしている方を発見しました。東京スキー協モル
ゲンローテ SC の総会に出席した時に、会員・五十嵐成臣さんは 5、6年前から、全国すべてのコース
を走破することを目標にしていることを知りました。今年は北海道―東京コースを走いたそうです。こ
れもスゴイ！（海野）
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2017 会員アンケート分析（１） 

全国スキー協 組織部 
これから数回に分けて皆さんに協力を頂いた「会員アンケート」の分析結果を掲載しています。 
各都道府県にはアンケート結果の全データをお渡ししていますので、必要でしたら県役員の方にご確

認をして下さい。アンケートは全国から 1335 名の方から協力を頂きました（49％）。残念ながら 50％を

超える事は出来ませんでした。ここからスキー協の現状の分析を試みたいと思います。 
分析① 
スキー協の会員状況について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 スキー協会員の中心は 50 代、60 代、70 代です。回答があった 1204 人中 50 代が 179 人（15％）、60
代が 486 人（40％）、70 代が 270 人（22％）で全体の 77％となります。 
 特徴的なのは男性ではクラブに入会してから 30 年以上の方が多く、女性は 10 年未満の方が多いよう

です。男性は 30 代にクラブに入会し 70 代までクラブに在籍、女性は 50 代でクラブに入会し 10 年から

15 年程度で半数が退会して行く傾向にあります。 
 スキー協がこれから会員を増やすにあたり、メインターゲットをどこにおいて行くのかの参考になる

のではないでしょうか？ 
 ちなみに 20 代・8 人（0.7％）、30 代・19 人（1.6％）40 代・72 人（6％）でした。 

10 年後にはそのまま年齢が上がっていくとすれば、言うまでもなく後継者対策は急務の課題となって

います。 
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‘１７・１８シーズン「賠償保険」と「傷害基金」 
「救出基金」は９月１日受付開始です。 

（継続、新規、期間前でも受け付けます。ご準備ください） 
 

２０１７年８月１８日  全国スキー協 環境・安全対策局 
 

賠償保険  今年は「2 年もの」 掛け金は３３５０円です 
賠償保険 賠償保険は１２月１日よりの効力発生ですが、受付期間は１１月１５日、入金・申込書類必

着です。賠償保険は他人にケガなどをさせた対人賠償、他人の持ち物を破損などして損害を与えたとき

の対物賠償を目的とした全国スキー協の保険で、取り扱いは、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社

となります。 
 今年は１7 年１２月１日から１9 年１１月３０日までの 2 年間 3350 円の掛け金で、最高１億円の

保証です。ファミリー保険となっていますので、一人の加入で同居の家族全員に権利が発生します。 

なお加入者には賠償事故発生の際本人のケガについてもスキー協の傷害基金より傷害補償が付加され

ます。 

救出基金  山スキー行事などの事故での捜索救出費用の補助に、正会員は年間掛け金の２００倍から

スタートして継続１０年以上で３００倍の保証を、最低６０万円から最高３００万円となります。 
正会員は入会金１０００円、掛け金は３０００円から１００００円まで、一時会員は１０００円の掛

け金で３０万円の保証となります。なお加入者には事故時の救出費用の他に傷害保証が付加されます。 
◎ 保証額倍率のアップは継続加入が条件です。忘れずに継続手続きを！ 

傷害基金 ２０１４年１１月より再開された傷害基金は正会員のみの取扱となっています。  

掛け金は一年物加入で６００円、３年物で１５００円です。 

給付金は入院費は①１日２０００円（３０日限度）②通院費は１日１０００円(２０日限度)が支給され

ます。③入通院費以外に５千円～７万円の範囲で見舞金が支給されるのが特徴です。 

 

一時会員の加入は傷害対策基金に代ってスポーツ連盟の「傷害見舞金制度」への加入を図っています

のでご協力ください。 なおこの見舞金制度は自主共済ではなく、エース損害保険株式会社扱いです。 

スポーツ連盟「傷害見舞金制度」の特徴 

 スポーツ連盟もしくは加盟団体、クラブが主催する行事中に発生した傷害を対象に給付が行われる

ものでスキー協の傷害基金と同じ主旨の制度です。 

加入金は ①一時加入型のみ（１人７０円） 

給付金は ①死亡 2００万円 ②入院１日につき 3０００円 １８０日まで ③通院１日につき 2０

００円 ９０日までとなっています。 

     尚 山スキー行事は「傷害見舞金制度」には加入できませんのでご注意ください。 

 【申込、問合せ先】 新日本スポーツ連盟傷害見舞金係 
           ＴＥＬ０３－３９８６－５４０１  ＦＡＸ０３－３９８６－５４０３          

◎ それぞれ賠償保険、救出基金、傷害基金の加入申込書は全国スキー協のホームページより

取り出せます。         ホームページ URL http://www.mmjp.or.jp/wsaj  


